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仏誕節から見る中国仏教民俗の伝承と断絶に関する問題
片茂永※
1 .問題の所在
中国の仏誕節太陰暦四月初八日を民俗学的に考察する際、まず気になるのは、中国の歳時習
俗を紹介する民俗関連書物の多くが仏誕節を取り上げなかったり、記述したとしても消極的で
あったりすることである01960年代中盤以降の文化大革命の影響だと説明する人もいるだろうが、
決してその理由だけではない。 清の敦崇が記した f燕京歳時記jにさえも、捨縁豆に関する極
めて短い記述があるだけで、全体の様子を伝える概論的説明は見当たらない。 20世紀に入ってか
らも、まず台湾で出版された f中国民俗歳時節日j(1987)には四月八日という用語すら紹介さ
れておらず、北京で出版された『中国伝統節B文化j(2000)では清明節の次がすぐ端午節とな
ってしまう O 中国仏教ではもちろん記念すべき一日であるはずだが、民俗学ではこんな有様だ
ったのである O この事実は、各種地方誌にて浴仏という言葉がしばしば登場するのとは対照的
である O
韓国では、仏誕節の太陰震四月初八日は昔から歳時習俗のーっとして位置づけられており、
今も国中がお祭りの雰菌気に包まれているほか、日本では、韓国ほどの盛大さはなくても、民
俗関連の書物には瀧仏会または花祭りという名前で登場するのが常だった。
このように、歳時関連書物になかなか登場しない中国の場合は、韓国や日本と比べて確かに
関心が薄かったことが分かる O さらに上海書庖出版社から尚志明他一名が著述した f中外節自
総話j(2000)では、仏誕節は国際的な節目としながらも、中華の節日からは除外されてしまっ
た。つまり、現在の北京をはじめとする中国各地の寺で四月初八日の仏誕節行事が厳然と存在
しているにもかかわらず、民俗学を専門とする人々のあいだでは、仏誕節を歳時習俗のーっと
して受け止める人は少ないのが実情なのであるO
このように、中留民俗学では仏教と民俗を区別しようとする思惑が見え隠れするのであるが、
その反面、仏教の浴仏と習合した雲南省の溌水節については積極的に紹介している事実からす
れば、浴仏なしでは考えられない中国仏誕節は今の中国民俗学にとって厄介な問題であること
は明らかである O
ところで、仏誕節、溌水節、浴仏節、太陰暦四月初八日などを一自瞭然に説明できる仮説を
提示するには、中国が多様でなおかつ広大な国であることを考慮しなければならない。中国民
※愛知大学国際コミュニケーション学部教授
*本稿は、 f初八日民俗論j(ソウル、民俗苑j、2002)に収録の「中国当四月初八日jを日本
語に訳し、若干の追補をした。従って、聞き書き資料は2001年実施したものが中心である O
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俗学が仏誕節の問題に対して納得のいく仮説に消極的であった理由も、文化の多様性によるも
のかもしれない。これは、チベットの‘サガダワ'もやはり仏誕節の亜流である事実まで考慮
すると、問題の範騰はにわかに西南アジアや東南アジアにまで、広がってしまうからだ。
このような背景から、中国の仏誕節を考察するための研究範囲をまず明瞭にしておく必要性
を痛感してきた私は、研究を進めていくための密域を大雑把に三つに分けた。一つ自は、韓患
や日本等の類似性が認められる仏誕節が見られる北京を中心とする東北地域。二つ呂は、東南
アジアのウェーサックとの共通要素が多く見られる溌水節が分布している高部地域。三つ自に
サダガワを通して西南アジアのウェーサックとの共通点が多々見られるチベット地域である D
したがって本稿では中国の仏誕節を鳥搬するための第一段階として北京地域の事例を中心に紹
介したい。また、文献資料は主に近現代中心であることも予めお断りしておきたい。
一方、もう一つの前提としては、中国の場合、燃燈会と仏誕節との関連性が韓国仏教ほど深
刻ではないことがある O 韓国の仏誕節の場合、多くの文化要素の中でも特に燃燈がきわめて目
立つ要素であるため、二月や正月まで遡ってからの燃燈会を検討しなければならなかった。し
かし、中留は仏誕節に対する正月燃燈の影響が弱いため、燃燈は問題の所在にはならないつ
まり、中国の正月提灯飾りはとても有名だが、仏誕節と習合したといっ話はあまり開かない。
以上のような前提は、特に中国以外の国の民俗学者としては仏誕節に対する固定観念を退け
るために覚えておかなければならない。
それでは、現代中国の仏教事情を紹介した後、北京崩辺の調査資料を踏まえつつ、仏誕節に
みられる中国仏教民俗の伝承や断絶について提示してみたい。
2.現代中国の仏教事構
韓国の仏教が、朝鮮時代の崇儒抑仏政策と日本植民地時代を経ながら多くの変化を余儀なく
されたように、 20世紀の中国の仏教事情もやはり多くの変化を経てきた。 清朝の崩壊と長い内戦、
そして日本の侵略は寺を荒廃させ、その後の社会主義政権下で行われた文化大革命は仏教に対
してほとんど致命的であった。そのため現代の中国で高まっている宗教全般に対する関心、特
に仏教に対する関心は、ここ20年ほどの間に芽生えたものと言っても過言ではない。したがって、
最近の調査によって得られた資料を頼りに中国仏誕節の様子をどれほど再構成できるかは実は
未知数である D また、中国の仏誕節を解釈するには何がキーワードであるかもいまだに推論段
階であり、語葉を明確にするのがなかなか難しい。
“人民を麻捧させる精神的アヘン"だった仏教に中国人が一人、二人と集まり始めた背景に
は、中国社会の内在的な問題の露出、そして戦後から徐々に紹介さ、れた西欧諸国や日本の翻訳
書の影響があるともいわれる。例えば池田大作の『私の仏教観j、鈴木大拙の『禅と日本文化j
H単学入門j、フロムの f禅と西方世界jなどは知識人たちの仏教に対する偏見を払拭し、新し
い眼目を関かせたという O 言ってみれば、禅の再発見といったところであろうか。しかし何よ
りも、大陸の出版業界に仏書の風を起こしたのは、 1980年代末頃から始まった台湾の繁体字仏書
の簡体字への出版だったと言われている
十数年間の仏教ブームは、中国社会の急激な経済発展に相まって、決・して少なくない問題点
を露呈した。まずひとつは拝金主義で、過多な入場料の徴収や、その収入の配分に伴う問題が
起こっていると言われている O 私も北京の某寺で2回以上の入場料aを徴収された経験がある O
さらに寺は金が集まる都合のいいところだという認識が広がり、これが僧侶になろうとする若
者の関心を引くこともある O
次に、現在各地の仏学院を中心に僧侶教育に力を入れているにもかかわらず、実際には資格
不十分な僧侶が少なくないということがある O 現代中国が経験した混沌の時間ど同じだけ、仏
教指導者にも空白の時間があった。そのため、それ以前の高僧たちは数多く存在するにもかか
わらず、現在との橋渡し役となる中堅僧侶が不足しているのである O 中国の寺を訪れると20---30
代の若い住職や管理責任者をよく見かけるが、それはこのような原因からであろう O
もうひとつ中国の寺に入って気づかされるのは、仏像をはじめとする諸々の仏具、または儀
礼方法の多くが未だ元来の姿を取り戻していないケースがしばしば見られることである O 文化
大革命の間ばらばらに散っていた寺の物質文化[法物等]、そして無数の記憶は、今も元の場所を
探して模索中のようにみえる O
以上3つの特徴を正しく理解するためには、少なくとも19世紀以降の情況を改めて再確認する
必要があろう O アヘン戦争(1840-1842)による窟辱的な条約、太平天国の乱(1850-1864)、
日清戦争 (1894)、義和国事件 (1900)、そして20世紀に入ってからは辛亥革命 (1911)が起こり、
清の崩壊とともに中華民国が誕生すると(1912)、軍関の腐敗による中国共産党の結成 (1921)、
続く内戦と日本軍の侵略。どれも仏教に新しい覚醒を促した大きな出来事であったO そして、
中国政治の乱れと社会の混沌をどのように克服するかに知識人の関心が集ったが、そのうちの
一つが楊文会 (1837-1911)による運動であった。そこに集まった人々には仏教に深い関心を持
つ者が多く、後に大きな足跡、を残した太虚 (1889-1947)も含まれていた。
太虚は日本が支那を除く東アジアのほとんどの地域を掌握していた当時、日本仏教代表の相
手役となった支那仏教の代表であった O 太虚は中国の支那仏教連合会をまとめただけでなく、
全支那仏教代表大会を主導して開催し、 1925年に東京で開催された‘東亜仏教大会'に支那の仏
教団を率いて団長として参加したO 東亜仏教大会とは、当時日本が構想していた東アジアの新
しい思際秩序としての大東亜共栄圏を、宗教的に支援するため企画された国際色豊かな宗教行
事だった。東アジア人は仏教の下皆一つ、という旗印を、日本仏教連合会が主導して掲げよう
としたのである。満州や朝鮮、台湾、支那など、当時東アジアの仏教指導者たちの多くが東京
の増上寺に集まったのはそのためであった。
支那代表として参加した太虚の言動は、実に中国仏教史における極めて重要な里程標であっ
たといわざるをえない。日本仏教連合会側は、前もって用意していたある決議案を各国仏教代
表たちが集まった会場で可決させようとしたが、その内容は以下のょっなものだ、った。一つは、
東アジア仏教徒はすべて一致団結して仏教を全世界に広く宣伝しょっということ O そしてもう
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一つは、お釈迦様の誕生日を全人類の習俗としよう、ということであった。
しかし、日本はすでに明治初期から太陽暦4月8日を自本の仏誕節と定めており、太陰暦がまだ
主要な暦であった朝鮮や台湾、支那にとってみればそのまま受け入れるには微妙な提案だった。
つまり、日本と他の国々との関には一ヶ月程度のずれがあるなど簡単には決められない問題で
あった。神の降誕日が政治に振り屈されることは、不思議なことに、東西を関わずしばしば存
在したのである O
とにかく、この問題について太虚は、二つの決議案の総論には賛成だが、支那としては日本
と異なる太陰暦を留守するつもりであると明言した。その結果、太陰暦、太陽j替の二つの仏誕
節を留際的習俗とすることが可決されたのである
ところで、この問題は太虚が1923年に中国産山の大林寺で日本やイギリス、フランス、 ドイツ
などの代表団を迎えて‘世界仏教連合会'を開催し、 1925年に天童寺にて‘中華仏教連合会'を
組織するなど、支那仏教が国際舞台に出ょうとしたちょうどその頃に起こった出来事であり、
当時の東アジアでの葛藤が浮彫りになった会議でもあった o
近代への入り口であれこれと熱心に模索する中国の仏教と社会に干渉しようとした日本仏教
の姿は、上海でも見て取れた。上海の武昌路に日本の東本願寺が別続を設立したのは遡って1873
年のことだった。ここを拠点に日本小学校、日曜学校(学生在籍数300余人、訓話、音楽、生け
花、手工芸、裁縫などを教育)、裁縫練習会(裁縫、商業女学校水準の国語、修身、作文、習字、
数学、英語、生け花など)、夜学校(小学校を終えた者に国語、数学、作文などを教育)が運営
され、布教活動として監獄教謡、同文書院5講話、家庭講話、婦人懇談会、青年会、本堂大法会
などを主導した。このよつな活動は決して上海居住の日本人のみを対象にしたのではなく、中
国人への布教も念頭に置いてのことだった。また事実上、東本願寺が上海仏教界をほとんど牛
耳っていたとも言い伝えられている
一方、上海で活動した日本の宗教団体は仏教の東本顔寺だけでなく、西本願寺、法華宗の本
国寺、またキリスト教界では上海日本人基督教会があり、その他に天理教も布教拠点を設けて
いた o 西本願寺が上海に別院を開院したのは1906年8月だと言われている O 日露戦争で勝利を
収めた日本社会は好景気が持続し、その流れに乗って多くの臼本人が大陸に送り出される時代
でもあった O このような雰囲気に便乗し、日本仏教の大陸進出にも拍車が掛かっていたのであ
ろう o
西本願寺は上海に進出し、毎週日曜日には仏教講演会を開催するなど多くの布教事業を展開
していた。また酪i恩会、上海仏教婦人会、洗心講などに力を入れたほか、子ども日曜学校にま
で事業を拡大した。そこでは毎週日曜日に仏教唱歌、礼儀作法、茶道、生け花などを教えるこ
とで、植民地の悪い影響に染まらないように努めたと記録は伝えている o
このような状況の下、日本仏教は中国での布教活動を円滑に推進する目的で、中国の仏教指
導者たちを日本に招請して精神的感化を与えようとする努力を怠らなかった O しかし、太虚の
態度は1925年の東亜仏教大会からも確認できたように、中国仏教の伝統を毘守する立場であり、
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したがって日本の意図とは反対に、日本の仏教指導者たちを中国に招請して中国仏教の深速な
歴史を認知させようとしていた。見学場所には主要な寺だけでなく、詔立博物館や国立図書館
をはじめとする多くの古宮、そして清朝時代の膨大な大蔵経木版が保管されていた古禅堂が含
まれていたことからも彼の意中をうかがうことができるに
太虚は中国社会の改革のためには僧俗を統一する仏学問体が一日も早く結成されなければな
らないと看破し、国民革命箪総指令蒋介石に招かれた際、結成の必要性や仏教精神の偉大さを
直接説くなど、中国の内政の開題にも強い関心を持っていた100
ところが、まもなく南京政府は全国に散らばる莫大な寺の所有地を没収し、教育事業などの
費用に当てようとしたため、政府との円満な関係維持が一時難しくなった110 その後、 1932年に
日本が中国東北部に満州国を建国し中国侵略を本格化すると、太虚は再び中国の政治指導者た
ちと共に中密宗教徒連誼会を結成し、抗日戦に参加した。その功労が認定され、後日国民政府
が勝利勲章を授与したが、 1947年に上海の玉仏寺で病死した。
以上のような中国仏教の過渡期的状況は、マルクス主義に傾倒した共産党の一党支配下の中
華人民共和国が建国される間も引き継がれた。しかしマルクス主義の基本思想、は唯物論であり、
無神論であるので、原則的には宗教を否定している O これがまさに中華人民共和国の宗教状況
を複雑にするもうひとつの現代的背景であり、現在の中|翠仏教を察する上で重要な出発点でも
ある O 宗教問題に関する中関の憲法は1949年、 1954年、 1975年、 1978年の 4[自にわたって修正さ
れたうえ、最近の宗教関連の条文は1982年に改正され“中華人民共和国憲法第36条"に明示され
ている O その内容は次の通りである O
中華人民共和国公民は宗教を信仰する自由を有する O いかなる国家機関、社会l主体または
個人も、公民に宗教の信仰または宗教の不信仰を強制してはならず、宗教を信仰する公民と
宗教を信仰しない公民を差別してはならない。国家は、正常な宗教活動を保護する O 何人も、
宗教を利用して、社会秩序を破壊し、公民の身体・健康をそこない、あるいは国家の教育制
度を妨害する活動をすすめではならない。宗教団体及び宗教事務は外国の勢力による支配を
うけない120
この条文は中国で活動中のすべての宗教に適用されるものであり、一つの重要な事実を内包
している O つまり、中国の社会秩序を維持するのに少しでも害になると判断された場合、制裁
を課することが可能であるということである O 文化革命期間中の宗教活動禁止はこのような背
景で強行され、現在も中国の宗教活動を監督する重要な根拠となっている G 監督対象に外密勢
力との連携が含まれているのは、宗教を標携した過去の欧米帝国主義の侵略による被害意識が
残っているからにほかならない。
中留のカトリックはバチカンの影響を受けないといわれるなか、キリスト教に対してはかな
り厳しい自を向けている。このような理由からか、 1994年に外国人の宗教活動場所(寺、教会な
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ど)に関する規定を定め、外国人の宗教活動を制限している O “中華人民共和国境界内の外国人
宗教活動の管理に関する規定"がそれであり、通称、“十九号文件"と呼ばれる“我国社会主義
時期宗教問題的基本観点和基本政策"に基づいて作られた九筆者が北京市西城区の広済寺でフ
ィールドワークを行った仏誕節の国際的行事も、以上のような規定に立脚していることはいう
までもない。この規定は全部で13の条項からなっており、一言でいえば、外国人の宗教活動は許
可された宗教的空間内に限定する、という厳しい規定となっている O
中華人民共和国憲法で宗教の自由を認定する一方、そこには社会主義国家建設のための次の
ような前提があった。つまり、宗教というものは社会主義社会では究極的には消滅させなけれ
ばならない。宗教を信じる人々も愛国的社会主義建設に共に参加しなければならない。共産党
員は無神論者でなければならないが、宗教を信じる人々と連帯しなければならない、などなど。
これらは19号文件で重要だと判断するものだけを抜粋した訳であるが、現在の中国政府が宗教関
連の問題にどのような立場から接近しているのかを理解するための要点であり、中国での宗教
関連の民俗調査を行う場合も覚えておく必要がある O
現代中患の仏教事情を理解するのに欠かせないもう一つの問題は、宗教行政と宗教管理体制
の関係である O 中国は基本的に共産党の一党支配体制であり、すべての政府機関や団体にも党
組という党委員会のような組織がある O 中国共産党中央委員会が最高指導部となり、ここには
組織部、連絡部、宣伝部、統一戦線部がある。宗教問題は統一戦線部で処理され、ここで作ら
れた文件は人民代表大会を通過したあと、立法手続きがとられる。また統一戦線部には諮問機
関として‘全国人民政治協商会議(政協)，があり、 26人の副主席のなかには中国仏教協会長と
キリスト教主教も含まれている O
また、中央の宗教事務機構として‘国務院宗教事務局'があり、宗教の自治組織としては
‘中国仏教協会'‘省仏教協会'‘市仏教協会'‘県仏教協会'があって、政府と人民間の架け橋
的役割を果たしている O 私はこのなかで、中思仏教協会がある北京の広済寺と北京市仏教協会
のある北京市西域区広化寺を訪問したことがあるO
以上、現代中国の仏教を理解する上で必要なキーワードを中心に概略を紹介したが、実際に
調査をしてみると先に言及した内容以外の問題によって、聞き取り調査の雰囲気が沈んだり、
または予想以上に熱くなったりすることもあった。それは、 1960年代中盤から1970年代中盤まで
の文化大革命が現代中国仏教に多大な影響を与えたことで、話者の話しがときどき伝承の不自
然さを露呈したり、記憶を辿るのが難しかったためであった。何よりも、当時のことを暗いイ
メージとともに覚えている一部中国人たちは、調査者に語ることをためらったり避けたりしが
ちであったO 一般的に1970年代中盤までと言うが、実際には1980年代に入ってから徐々に寺に
人々が出入りし始めており、文化大革命の影響は20---30年間持続していたと見るのが妥当かもし
れない。
このような事情は、中国の宗教関連の民俗調査を行う際、これからも注意を要する部分であ
るD また、以上のような事情があるにも関わらず、現時点での中留の寺は信者たちで大変賑わ
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い、また観光客でとても活気に溢れているという事実も決して忘れてはならなし 1。そして、忘
れられたさまざまな文化現象が再構成され、儀礼の手)1債などが再編されている状況であること
にも気をつけなければならない。関連資料の記録が散漫な状況下にあり、粘り強い調査が必要
とされているO
3 中国の仏誕節の再発見:捨縁豆・行像・浴仏
中li仏誕節の始まりは、西域から仏教が伝えられたはるか昔に遡る O それゆえ、今までの研
究者たちは北京地域の浴仏節の形式を東晋の頃の f鄭中記jを引用して紹介したり、 i可じく東
晋代の西域インド求法僧法顕による旅行記 (399-413)r仏庖記jを引用して‘行像'を説明し
た。また東貌の人楊街之が撰した北貌の f洛陽伽藍記j、北宋時代の首都・開封の繁栄を孟元老
が思想しながら撰した f東京夢華録J(1147)などは仏教的浴仏儀礼を理解するには重要な役目
を果たしているヘしかし、民俗学からアプローチする筆者としては、清朝末期の敦崇が著した
f燕京歳時記jの捨縁豆についての記述から検討してみたい。敦崇は仏誕節の四月八日捨縁豆に
ついて、次のような興味深い文章を残している O
四月八日、都人の善縁を好むものは、赤豆や大立を数升とり、仏号をとなえながら姑むO
摘みをおわって煮熟し、それを市の人にわかちあたえる O これを捨縁豆という O これにより
あらかじめ来世の縁を結ぶのである O 謹んで『日下!日開考jを見るに、京師iでは僧侶の仏号
を念諦する者は、すなわち豆をもって数をかぞえ、四月八日の仏の誕生の震にいたって、そ
の立を煮、微しく塩を加えて味をつけ、人々を路に迎えて、食べるようにすすめ、もって結
縁をする、とある O いまなお、その!日慣にそうのである 150
敦崇の記録では、生前に功徳をたくさん積んでおくことによって、より平穏な来世が保障さ
れるという民俗心意が認められるが、そこに豆と仏誕節が結びついた事例は少なくとも韓国で
は聞いたことがない。しかも平素から念仏を唱えながら豆で回数を数えるとなると、中国仏教
では豆が宗教的にもとても重要な意味を持っていたようだ。明の劉イ同が記した f帝京景物略j
にも似たような内容があり、その源、は深いように見える160 このような伝承は20世紀前半まで続
いており、次のような記事が残っている O
八日は併の誕生日で各寺に浴備会を行ひ、放生済貧の善会などが行はれる O 此の豆を煮て
少し塩を振り路人に請うて食はせて結縁と言った。或は捨豆とて一粒の豆毎に念仏を諦して
す占じて一石に至るものもあり、十八日に集め煮て遍く人々に施すが、受ける者も赤一粒毎に
念備して食ふので、之を結縁豆と言ふと O 嫁が其の夫や姑の気に入らぬのは前世に捨豆して
結縁しなかったからだと言ふのである 170
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ところで、清の張遠が記した f磯志jによれば、豆を通して仏縁を結ぼうとする風習は、僧
俗とも問様だったという O 毎年仏誕節の四月八日が近づくと、どの寺でも前もって豆を準備し
ておくのが大事な仕事であり、特に通りに近い寺では山門の前に繕をー脚出しておき、‘普結善
縁'と書かれた黄色の旗を掲げた。そこで通り行く人に妙った豆を配りながら南無阿弥陀仏と
唱えると、立をもらった人も同じように仏号を唱えたり布施をしたと伝えられている180
また、金寄水著の f王府生活実録jによると、浴仏節が近づくと前もって青や黄色の豆など
の材料を準備するのだが、まずその豆をきれいに洗うことが重要なのだという D その他調味料
に使う材料もよく刻んで混ぜたあとに妙り、湯気が消えないうちに最初にお釈迦様に供えたと
いう口これを下ろして然に入れ各僧房に分けるのだが、このとき年長者から}I慎に分けなければ
ならず、青い立と黄色い豆を一粒ずつ食べるようになっていた。そして王府の外にまで出て
人々に布施し、戻るときには‘白太福晋話 万衆結縁了， 19と叫ばなければならなかった。ま
た、民間人の中にも特別に布施をしたいという人がいれば、やはり通りに出て人々に豆を配っ
て仏縁を深めたといい、家の大門の外には次のように大書特筆した。“大功徳、主のxx大善士が
広く多くの功徳を積み結縁するよう発願しました。仏誕日を迎え皆が南無阿弥陀仏を唱え、豆
を召上って下されば、平日の千百万の功徳を勝るでしょう"へ
民間にも広がった以上のような風習は、明と清の時代だけをみれば普遍的な民俗となってい
たと常人春も判断しているようだ210 しかし、それが20世紀初め頃から徐々に見えなくなって、
今では話を開くことすら難しい。
次に、中留の文献によく登場する、謎深い初八Bの行像について見てみよう O まず、井同組
芳の{満支習俗考j(1942)によると、四月初八百を仏誕会と言い、“悉達太子の生震とす。京府
及び諸州、木を刻み像とし、儀伎は百戯して導き従ひ、域を循りて楽を為す"22とある O しかし、
この短い文章だけでは行像の実像が充分伝わらないので、さらに補足することにしよう O
常人春によれば行像とは、初八日の浴仏節に大きな象の作り物に色とりどりの綿織物を掛け
てきらびやかな手車で引くことだという D 象の背中には誕生仏である太子像が乗せられていて、
通りを一回りした。たくさんの人々が見物に押し寄せたため、自然と仏法を広める効果があっ
たという O このパレードのような行事は何に由来するのか。一説には、ある自シッタルタが城
の外へ出て、そこで暮らす人々の生老病死を目撃し{四円遊観]、苦海から離.れて解脱を得るため
に出家を決心するに至ったのだが[総城出家]、この四門遊観を再現するためだと言われているお。
現在スリランカに伝わるウェサックの擦の象行列もまさしくその車流と推定され、大変興味深
い開題である O
とにかく、中屈で現在見られなくなった行像の風習は、記録で:のみその残影を知ることがで
きる D 普の法顕が記した{仏国記jも、新彊地域にあった髄国の行像を書き残している o 4月
l日から城中の道に水を撒いてきれいにしたり、域内の上に横断幕のようなものを吊るしたり
して、行像の祭りの準備が盛り上がっていた。祭りが始まると高さが30尺もある車輪のついた行
像が現れ、それはまるで宮殿のようだったという O 手車の上端は金、銀、ガラスなどで飾られ、
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象の作り物はその巨大な手車に乗せられた O この行像が市中をゆっくり移動し、域内から100歩
手前に到着すると、国王がi帽子を取り新しい服に着替え、城門の外に出て行像を出迎えるのだ
が、このとき花を撒いて香を焚いた O そして最後に行像が域内の中に入ると、楼関のよからも
女たちが花を撒いたといっ O 中原地方の行像はこのように華やかで大々的なパレードであった
のであるMo
また南北朝時代の北貌 (534~556) の楊街之が著した子洛楊岱11藍記J (巻3)によると、四月
初八日の前日である 7日には城中の象の作り物がすべて景明寺に集められ、その数はl∞o体余に
及んだという O 初八日当日には、それらが列をなして宣揚門を通って宮城近くに行き、そこで
は皇帝自らが花を撒いた。日差しを浴びた花びらが金色に輝きながら舞い落ち、たくさんの旗
(幡櫨)が並んだ様子は森のようだったと伝えられている O また香の煙があたりに充満し、党i墳
が天地に響き渡った。僧侶と信徒たちが雲のょっに押し寄せる様は言葉では言い表せないほど
で、西域の僧侶もこの風景に感嘆し、これぞまさに仏国だと言ったという O また、宋の頃には
行像は歌舞と伎楽が先導し、主に商業地IXや繁華街を留ったという。このように盛んだった行
像の風習は蒙吉族が統治した元の時代から廃れ始めたと言い伝えられているお。
興味深いのは、数百年間もの間断絶していた中患の行像の風習が1940年代初めに北京で一時的
に再現されたことである O しかしこれは大東亜共栄閣と東亜仏教留を一つにしようとした日本
の密際政治的構想、に対抗しようとした支那の一時的な再現であって、中国的存在根拠の自己硲
認だった。日本は実際に四月初八日に日本と戟鮮各地で日本版仏誕節を大々的に開催しており、
これに刺激を受けた支那仏教の指導者である太虚は中国伝来の仏誕節を再現するために東奔西
走していた。それで当時北京の北海公園にあった天王殿で浴仏法会を行い、行{象を再現したの
である O 特別に作ったという4体の大きな象の模型を引きながら北京の中心街を繰り歩き、街頭
の多くの人々から喝采を受けた。しかし、その後の混乱した政局、そして1960年代から始まった
文化大革命により、行像はほとんどの中毘人にとって幻のお祭り騒ぎとなってしまったのであ
るO
このように、中国の仏教史に影を落とした文化大革命の影響から逃れられなかったのは、仏
誕節における浴仏儀礼であるが、 20世紀初め以降再現されてない捨縁豆の習俗とは違い、粘り強
く伝承されている儀礼の一つであるため特に注自しなければならない。唯一の断絶が文化大革
命の期間中とみて差し支えないと思う O 韓国の四月初八百においては燃燈が一番重要な文化要
素であるように、中国の四月初八日では長い間浴仏こそ一番重要な文化要素だったといえよう。
従って、現代中国の仏誕節でも浴仏が最も重要な問題として浮上するのは当然のことかもしれ
ない。では、今の中毘仏教における浴仏はいったいどうなっているのだろうか。
浴仏の深遠はインドに求めなければならない。しかし、韓国の浴仏が中国から伝えられたと
はいえ、中国経由のインド文化がそのまま伝えられたとは言い難く、インドや中密の特長がと
もに溶け込んでいると見るのが妥当であろう O
インドでは、仏教が成立する以前から神像を水で清める儀礼があった。いわゆる浴像の習俗
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であり、インド的な休浴斎戒思想、とも関連する or大宝積経J(巻100) によると、次のような故
事があるお。インドのある姫が天像を洗浴させるため、 2月8日、 500人余りの婆羅門とともに水
がいっぱい入った瓶を持って城の外に出たo 外に出ると比丘たちが立っており、婆羅門たちは
不吉に患った。すると、一人の比丘が城の中に入りたいと請うた。しかし姫はそれを断り、両
者の言い争いになったが、最終的には姫が比丘たちの言葉に感化され、 500人余りの婆羅門は仏
陀に帰依したという O
これは、元来の浴像習俗を知っていた婆羅門たちが仏像に対しても洗浴をしたことを示して
おり、浴仏が仏教以前の遺習であることを意味する O 要するに、婆羅門から見ると、浴仏はい
くつもある浴像のうちの一つに過ぎず、したがって仏誕節に限定されるものでもなかった。し
かし、浴像を通して心身を清めたというインド的な思想、が浴仏、すなわち仏像の潅浴に繋がっ
たことはほぼ間違いない。
このように、四月初八日や仏誕節の誕生仏に限定しなかったという仏教以前からの前提を覚
えておかなくてはならない。初期の中国仏教における潅浴も、インドのように、 l年中見るこ
とのできる儀礼であった可能性はとても高い。毎月 1度ないしは 2度、あるいは毎日潅仏の対
象となる仏像もあったとされる。毎回潅仏するたびに仏像は潅浴のための特別な場所に運ばれ、
頭上から足の爪先まで香水が撒かれ、白毛巾で拭かれた後、元の場所に安置されたヘ
このように考えると、仏誕節を四月初八日にしたり、またそのとき誕生仏にだけ潅浴をする
のは、中盤に仏教が伝えられてから産まれたいわゆる中富文化だったことが充分推測できょう O
韓国や日本はこのよつな中国文化を受容したのだろう O
f三国志・呉書・劉鯨伝jには次のような記録が伝えられている銭。浴仏の度にたくさんの酒
と飯が準備され、通りにも席が用意されて、それは10里にも及んだ。そこへ来て見物し食べてい
く人は 1万人を超え、相当の費用がかかったという O このように、南北朝時代には浴仏が民間
でさえも大流行した風習だ、ったことが分かる O
また仏誕節の日付に隠しても、チベットや南方のように太陰震の4月15日ではなく、太陰j替の
4月8自としているが、これは元の時代からのことで、それ以前には太陰暦2月8日や12月88 
とされたこともあった290仏誕節の日付は中国で何度かの変化を経てきたのだが、その度に韓密
も影響を受けていた記録が韓国仏教史にも残っている D
重要なのは太陰暦四月初八日といっ日付の問題の鍵がインドや東南アジアではなく、中国に
あったということである O つまり、インドの浴像思想、が仏教とともに中国に流入し、 i時が経つ
につれて、中国人は‘四月初八日・浴仏・誕生仏'の三つを一つの枠組みの中に再構成したの
であろう O
このように、浴像を新しい浴仏文化に変形させた中密人たちは、潅浴に使う水も中国の様々
な土着文化と習合させてきたが、中国伝来の香水やよもぎを煮た湯を用いたりするのもその一
つであるD
概述したとおり、中国の初期仏教から現在までの四月初八日に常にその姿をあらわすのは、
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捨縁豆や行像ではなくこの浴仏であり、民間の浴仏習俗が数多く残っている理由とも礎接に関
連している O
ところで、文献記録だけを調べていると、当然ながら現状とのギャップに気づかずにはいら
れない。例えば、四月初八日に各地で屠殺禁止が発令されたこともあるようだが、これも1920年
代の記録にだけ発見されており、現状は明らかでなし1300 このような疑問はやはりフィールドワ
ークによって解消するより他に方法がないため、これからは2001年と2002年にかけて記録した筆
者の調査ノートをもとに述べてみたい。
まず、 2001年に北京へ調査に出かける前、中国出身の某教授に尋ねてみた Q 彼によると、中国
ではまず町の通りで行う仏教儀礼など想像もできないということだった。また、そのような現
状は北京、天津、上海などでもほとんど変わらないということや、僧侶が留から給料をもらっ
たり、寺自体が留の所有である場合さえあるという話を開くことができた O しかし、私が最も
興味も持ったのは、彼の話す様子から見る技り、四月初八日の仏誕節に対する関心がとても簿
く感じられたことだ、った。
そして2001年の夏、北京で会った中密社会科学院世界宗教研究所の某教授も似たような反応を
見せ、次のように話した。“今、中国の学者たちは寺でどんな事が起こっているかあまり知らな
い。ここ10数年の状況変化が激しく、修理中の寺も多い。よく知らない人が出入りしているなど
ごちゃごちゃしている。"ということだ、った。
この話はひとまずおいておくとして、私をもっとも混乱させたのは、仏誕節の日付の問題で
あり、太陰暦4月8日と太陰暦4月15日の二通りの仏誕節が北京に存在することが明らかになっ
たことであった。太陰暦4月15日に仏誕臼の行事を行うとなると南方のウェサックやチベットの
サガダワの影響としか思えなかったのだが、中国で出会った人々はこれについてあまり深刻に
受け止める気配は感じ取れなかった。
1週間の時差を置いて行われるもう一つの仏誕節のことを、北京で会った人々の大半は浴仏
と呼んだ。満月の日に祭りを実施する寺が厳然と存在する中、四月初八日はそもそも日程的に
ずれていたのである O 以上のような開き取りから、漢伝仏教文化閣で太陰暦四月初八日だけを
断混として堅持する国は韓国だけであるという事実を、今さらながら再確認した。
北京市東城区にある通教寺は、文化革命の問、公安たちが居住したところで、その後は華北
地方で最も大きな比丘尼寺として生まれ変わった寺である O まずインタビューに応じてくれた
のは北京市の仏教協会から給料をもらう管理職員で、彼は浴仏の時に公開される誕生仏が鍋で
できているということ、また花を供えたり誕生仏には水を浴びせたりする等の話をしてくれたO
しかし、釈迦の誕生日が太陰暦でいつかは分からず、用語としては仏誕B、浴仏日、仏的生日
などを混用していると言ってくれた。
通教寺の奥に入って僧房で会ったよヒ丘尼からは、浴仏に使った水は病気によく効くという理
由から信者たちが持ち帰るという話を開くことができた。家に持ち帰った水は、飲んだり、自
や体の痛いところにしめらせたりするという。他にも、浴仏日が近づくと、寺から信者たちの
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家にわざわざ電話をかけ、寺へお参りに来るよう勧めているという事実も話してくれたO また
それだけでなく、信者一人一人に対して責任感を持って指導に当たる僧侶が予め決まっている
ことも教えてくれた。いわば、担任僧侶のょっなものである O 信者の確保と寺の運営がお互い
不可分だという認識の拡散とともに、寺の宣伝にも大変積極的になった最近の中国仏教の様子
カ可云わってきた31
同じ東城区にある広化寺では住職から浴仏に関する話を聞くことができたO この寺は、北京
市仏教協会の事務室が敷地内にあることから、かなり名の知られた寺だった。浴仏や仏的聖誕
と呼ばれる仏誕節の四月初八日には、全国各地のみならず海外からも多くの信者が寺を訪ねて
くるのだが、華北地方出身の華僑が大部分を占めるという O 浴仏儀礼は早朝から午後 2~3 時
まで行われ、茶や漢方薬を混ぜ、た水が浴仏に使われる O この寺でも、浴仏に使われた水、つま
り仏像の表面を流れ落ちた聖水は信者たちが持ち帰る O 供花も行われるが、遠くからやってき
た信者は寺に泊まる場合もあると開いた32
また、北京市石景出区の霊光寺では60代の男性信徒と30代後半の住職から話を開いた。男性信
徒は、太陰暦の四月初八日には毎年浴仏行事があり、場所は有名な仏牙舎利塔の手前だと話し
てくれた。霊光寺は釈迦の歯が長年保管されている寺として有名なので、初八日の参拝客も特
に多いという O 行事は戟から午後2~3時までで、玉石で出来た誕生仏を水盤に安置し、花びらを
浮かべた水で浴仏するという O 当寺でも浴仏に使われた水は信者たちが飲んだり持ち帰ったり
するらしい。
霊光寺住職の常蔵法師は山西省出身で、以前、広済寺の中密仏教協会国襟部で、も働いた経歴
があった。韓国や日本仏教との交流に関しても詳しく、浴仏については次のように話してくれ
た。太陰暦の四月初八日には霊光寺でも浴仏の行事を行うが、文革の頃は多くの被害に遭い仏
教儀礼を行うのは事実上不可能で、あったという O 北京や北京周辺から来る信者がほとんどで、
四月初八日になると 2 万人位の信者で境内が埋め尽くされる O 朝から午後2~3時まで行事が続く
のは他の寺とほぼ向様で、浴仏水は寺の裏側にある龍泉から汲んでくる O 住職に案内された龍
泉とは、巨岩の下のやや窪んだところで、そこから水が湧き出ていた。昔から霊験あらたかな
泉として有名であったそうだが、四月初八Bを迎え、参拝に訪れた人々全員が浴仏するには足
りないので、浴仏用の水を持参する信者も現れ始めたという O
以上が霊光寺の浴仏の主な内容であるが、燃燈と四月初八日の関係を尋ねると、常蔵法師は
きっぱりと、それは韓屈の風習だと答えた O 中国の歳時記にも正月の燃燈が厳然と存在してい
るにもかかわらず、燃燈が四月初八日の仏誕節と習合したのはまったく韓器的だという意味だ
った。中国の代表的な寺の住職がこのような理解をしている点は注目に倍する330
また、常蔵法師の経歴が分かったので、広済寺についてもインタビューしてみた O 北京市西
城区にある広済寺は中国仏教協会があるだけでなく、その他の霞際交流も頻繁に行われている
のが特徴だそうだ。 四月初八日になると、北京居住の韓国人約100人をはじめとする多くの外国
人が広済寺の浴仏行事に参加するという O 広済寺主催の浴仏行事は朝から午後2~3時までだが、
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夜になると韓国人たちが燃燈をあちらこちらに吊り下げるため、実際には夜まで行われている
ような雰菌気らしい。燈に名札をつけるなど、北京の広済寺で見る韓国式燃燈は、常蔵法締に
とっては大変興味深い風景のようであった。
広済寺に移動した後、そこで会った住職も詳細を開かせてくれた。彼は、浴仏節は朝早くか
ら清水を汲んでくることが最も重要だと何度も繰り返して強調した。北京市内の中海をはじめ
とするいくつかの湖から明け方に水を運んでくるのだが、水が寺に到着すると、読経をしたり
漢方薬を混ぜたりするなどの儀礼を経て、霊化させるという O そして最後に花びらを浮かべ、
この水で浴仏をする O
信者たちがこの水が病気によく効くとか、霊験あらたかな水だと信じているのは他の寺で開
いた内容とほぼ変わらない。しかし住職は、信者たちのそのような考え方を重要なこととは患
っていない様子で、信者がその水を飲んだり家に持ち帰ったりする実状を消極的に話した。仏
教と民俗との習合については、中国で出会った僧侶の間でもいろいろな意見があったが、今後
とも注意を要するところである O
ところで、広済寺の住職から開いた話しのなかで私を驚かせたのは、溌水についての内容だ
った。それは、浴仏に使われた水盤の水に相!の校を一旦浸したあと、再び将1の校を持ち上げて
は集まった信者たちに向けて水を振り撒く儀礼が実際にこの寺で行われているという話だった。
柳の木は観音菩薩の象徴と言われ、人々は法蹄が振り撒く水にあたるょっどんどん近づくので、
2~5列くらいに密集した人々を整理しなければならない程だといっ O ただの水ではなく、浴仏に
よって聖化されたと信じてやまない聖水で、溌水する習俗としては、雲南省のタイ族の溌水節が
有名だが、それと似たような儀礼がなぜ北京の広済寺で見られるのか、しばらく考え込んでし
まったへそして実状を確認するため、 2002年5月、再ぴ
事前に連絡したところ、 20∞0ω2年度は南伝仏教盟の国々が4月1日5臼の釈迦i降嘩誕日を前に、中国仏
教協会がある広済寺の僧侶たちを多数招請する等の事情から、四月初八日のころ北京には数人
の僧侶しかいないということだった。さまざまな話しが開ける広済寺がそのような状況だった
ので、調査の日程を調整することにした。広済寺密際部の任永生氏からの連絡で、太陰暦四月
初八日の l週間後の15日には広済寺の定期法会があり、また 4月15日を釈迦降誕日とする北京地
域に居住する少数民族への配慮から、 15自にも釈迦の降誕を意識した行事があるということが分
かった。また北京市東城区にある嘉和宮はチベット仏教の寺院であり、当然4月15日を中心にさ
まざまな法会があるだろうと判断し、 4月15日の2日前に出発することにした。この調査で補完で
きた調査内容は次の通りである O
再び訪れた広済寺で湖北省出身の僧侶から聞いた四月初八日の話しでは、やはり浴仏がキー
ワードだった。今年は昨年よりはるか多い北京在住の韓国人が訪れ、めったに見られない初八
日の燃燈を見物できたといいながらも、自分たちにとっては浴仏が最も重要だということを重
ねて強調した。
今年は借侶たちが海外出張中だからなのか、明け方に汲んで来なければならない清潔な水の
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代わりに市販のミネラルウォーターを使ったという O いずれにせよ、一度浴仏に使われた水は
普通の水ではなくなると人々が信じるのは変わらないといいつつ、他にも浴仏水に関連した民
間信仰がいろいろあるが、自分たちはそんなことは意に介さないと話した。仏教と民間信仰を
あえて区別したがる若い僧侶だったのである O
また、昨年の開き取りから気になっていた溌水について再び聞いてみると、やはり柳の枝が
使われており、このような風習が仏誕節に限らず、中間では広い地域で見ることのできる民俗
であることを示唆する話もしてくれた。例えば、民間で家を新築すると、人がそこで住み始め
る前に、隅々を清めておく必要があり、そのときにも柳の枝に清水を浸し、隅々に撒くという O
そうすることによって、魔が入って来ないと信じ、安心して暮らせるからだという O
つまり、そのような民間の習俗がまずあって、それが徐々に寺に入り込んだのではないかと
思われる。広済寺でも四月初八日に浴仏をした後には、信者たちの身体だけでなく、僧房や厨
房等の隅々を清めるという O そのときにも柳の枝と浴仏に使われた聖水が要諦となるのはいう
までもない。話をしてくれた僧侶自身も、tJJ[Jの枝で水を撒く民間の風習を幼い頃から何度も見
たことがあると付け加えてくれたお。
また、広済寺には少数民族を配意した儀礼もあるらしいという話を事前に聞いていたのだが、
確認したところ、それはスリランカ伝来の仏旗を普段よりもたくさん飾ったり、法師の説法で
釈迦の前生談が少々強調されたりする程度だった。 漢伝仏教の中心だという自負心を持つ広済
寺で、南方やチベット、またはモンゴル出身の信者たちのための積極的な変革を期するのはそ
もそも密難だろうと初めから推測した通りだった。従って、 4月158の仏誕儀礼は、あくまでも
少数民族への配患であって、多民族を抱える中国としてはとても大事な政治的な意味合いを持
つものだと思われた。
チベット仏教、いわゆる中国人が言う蔵伝仏教に相当近い様子は薙和宮で見ることができた。
そこでは4月15自の仏誕節に合わせ3自問の儀礼が行なわれていた。モンゴルやチベット、雲南
省をはじめとする西南アジアや東高アジアの仏教文化圏において、太i湯!替または太陰暦4月13、
14、15日の3日間を祭り期間とする風習があるのは意味深い問題であり、それが北京薙和宮で観
察できるとは意外であった。しかし本稿では、基本的に漢族が大半を占める北京の仏誕節の記
述を試みるため、羅和宮の仏誕儀礼[サガダワ、または千供法会]は別稿に譲りたいと思う O
広済寺の浴仏に関する民間習俗は、民俗レベルにおけるいくつかの課題を与えると同時に、
さらなる注意を要する問題を含んでいた。また、開き取り調査で次のような話も開くことがで
きたので記しておきたい。
ある北京市民は、自分は上海出身だと自己紹介をした後、自分も幼い頃からよく見たのだが、
新しい家を建てると、清水で隅々を清めたが、そのとき桃の木の校を使ったことを覚えている
と語った。その他、動物の血を使い、血を撒くのではなく壁に塗るのだと説明する人もいた。
さまざまな体験や記'憶が交錯するわけだが、このような民俗的背景こそ、浴仏を通して聖化
された水にこそ浄化の霊験があると信じてやまない中国人の民俗的土壌だったのだろう O この
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ような民俗的土壌は実はかなり広範囲にわたっていたのであり、中国文化と薦方文化の相互交
流が大変深かったことを物語っている O
中国南部の雲南省にある俸族の居住地域は、南伝仏教が中国で最も盛んなところとして知ら
れている。そこに住む僚族は、元々太陰暦4月13、14、15日の3日間を釈迦の降誕と浬撲と成道
を祝う期間として定めていたし、中でも特に158は年明けにもあたるので大変賑わいをみせてい
た。したがって民俗文化的にも社会的にも極めて重要な一日であることは言うまでもない。要
するに、仏陀の誕生や年明けのお祝いが3日間の内に融合された形で設定されているのだが、
さらに祭りの興奮が最高潮に達する 3日自の15日の元旦の朝から溌水をするようになっていて、
この際は機嫌樹の枝を使っているお。
またカンボジアも雲南省と同じく 3日間の歳苦行事と釈迦降誕儀礼が融合されているが、そ
こでも次のような地域性が認められている O つまり、 13日は新しく降臨する神を迎える意味で守
歳をし、 14日は辞歳、すなわち!日年を送り、 15自の元旦には花を浮かべた水にさらに香水を溶か
して浴仏をし、そこかお流れ落ちる聖化された浴仏水は家に持ち帰り子どもたちの頭にふりか
けながら、 1年の幸運を祈るのである370
そして有名なタイのソンクランも以上のような文脈と関連があり、ここでも4月15¥:1の元旦を
迎えるまでの 2~3 日開は騒々しく過ごすことになっている O 特にバンコクの水かけ祭りはか
なり俗化されていて、観光資源、にまで認識されたりするが、少し町外れに出かければ昔の痕跡
がいまだに残っている場合が多い。つまり、 15日の元旦になるとまず仏像に浴仏をし、その後、
僧侶に対する浴僧が続き、そしてようやく人々は洛仏から流れ落ちた聖水を使って年長者j績に
水を掛け合いながら無病長寿や幸福を祈りあうお。道を通る人にまで水鉄砲を向けるなど、今は
水をかける遊びだけが強調される場合が多いが、タイでも元来は桃の木の校で撒いたという記
録がある 390 いずれにせよ、タイの溌水も本来であれば浴仏と一体化されたいわゆる仏教民俗だ
ったのである O
中国の浴仏から逸脱するので南伝仏教の記述は控えめにしておくことにする。問題は、中国
的な浴仏をあらしめた聖水民俗の土台が中国全土の広範囲にわたっており、さらに東南アジア
にまでつながっているという事実は、真に注目に値することである o ~IJ ち、浴仏の民俗的土台
こそ、中国の学者たちが設定する南伝仏教地域と漢伝仏教地域を結ぶ民俗文化的架け檎だった
ことを裏付けるからである O そして、仏教文化閣の多文化融合地域として特に雲南省が注視さ
れる理由もまさにここにあるのではなかろうか。
以上、中患の仏誕節を迎え、今は見ることが難しくなった捨縁豆と行像、そして現在も粘り
強く残っている浴仏関連民俗を検討してみた。浴仏の深層から浮上する問題は、中国に限らず、
仏教文化圏全域に関われる問題だったのである O また 2屈にわたる北京地域フィールドワーク
を通して分かったのは、仏誕節は仏教だけでなく、民俗との活発な交流によって形成されてき
たということ、そして民俗との交流があったからこそ、東アジアにおける比較民俗研究のため
の重要な課題になっているということである O
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4. おわりに
中国の仏誕節関連文献や現地フィールドワークを通して、仏教民俗の伝承や断絶を確認した
ものの、そのような好余曲折を乗り越えながら依然として残っている文化を再発見することも
できた。仏教的に潤色された浴仏がまさしくそれである O この理由としては、他の断絶民俗と
比べ、浴仏の民俗的土台は広範留にわたっており、なおかっ伝承の強い生命力を保ってきたこ
とが挙げられる O
こうした事実は、韓国の仏誕節では燃燈の土台となる火の民俗こそ最も一般的であったこと、
それゆえ仏誕節の燃燈がいまは重要な民俗のーっとして位置づけられるほどになったことと似
通った話である O 郎ち、外来文化といえども、それが地域の人々にとって最も受け入れやすい
土着文化と習合した場合に限ってこそ長く生き延びるという伝承原理が一つ証明されたのであ
るO
このような観点から、中国の仏誕節において再浮上した浴仏は、漢伝仏教地域を他の仏教文
化留と民俗学的な立場から比較研究する際の効果的な基準になったと患っている O それと同時
に、漢伝仏教文化菌内部に限定するi療の比較、例えば韓密文化や百本文化との比較研究のため
の新しいパラダイムになることは再論の余地もない。浴仏や浴仏にまつわる諸文化現象はすべ
からく仏教文化留における文化の連続や断絶、または浮沈を物語る指標となっているのである O
一方、 20世紀にみられる中国仏教史の屈曲が中国仏教民俗の形成や伝承に、はたしてどのよう
な影響を与えたのかという疑問もあったが、結果的には、仏教に対する抑圧と民俗伝承の断絶
や乱れは必ずしも一致するものではなかった O 例えば、文化大革命中の宗教に対ーする抑圧にも
かかわらず、仏誕節にみられた民俗文化的要素は消滅することなく、今はむしろ元の姿を取り
戻しつつあるということは驚きといわざるをえなし'0
聖水民俗が長い歳月を通して民衆の間に伝承されてきたからであるのは勿論だが、文化大革
命中の仏教寺院に対する抑圧が聖水民俗を対象にしたものではなかったのは幸いであった。こ
のように、浴仏の民俗的土台が、寺の外の民俗として伝えられていた事実こそ、抑圧から逃れ
た決定的な原因であったと思うのである O
そして、最近の仏教寺院の開放的な雰囲気に便乗し、民俗社会に恵、づいていた浴仏の土台で
あった聖水民俗は、またたく!習に境内の中に戻ってしまった。仏教を主な拠点として伝承され
ていた捨縁豆や行像の風俗が20世紀の混乱期とともに乱れをみせたのとは対照的であろう O
中国の仏誕節に対ーする以上の特徴を韓留の仏誕節と比べてみると、韓国ではなぜ浴仏が普遍
的ではなかったのかを推定するのに大きなヒントになったと思う o E!fJち、燃燈の民俗的土台と
なる火の民俗が寺の外でも i幅広く、なおかつ根深いのに対し、浴仏の文化的土台である浴神と
聖水民俗との習合現象を見つけることは難しいのである O
このように、伝承の連続や断絶を経験した中国仏教民俗の伝承原理は、仏教文化圏の他の
国々で、どのような民俗が伝承を維持し、または途絶えてしまうのかを推論するのに一定の参
考になっていると言わなければならない。
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結論としては、中患の仏誕節は、寺院文化の一時的な断絶の後にやってくる仏教民俗の再編
の様子が伺える数少ない事例でもあった。社会的階層を関わず、再編の熱意は強い。老若男女
がお寺参りに訪れ、外の民俗を境内に落として帰っていく O 統制も有名無実のように映ってお
り、この問題に真剣に取り組もうとする人も少ない。そして広範囲にわたり横たわっていた民
俗文化的な共感、つまり仏教的浴仏の文化的土台であった浴神や聖水民俗は、いまや中国人と
仏教を再融合する要諦の一つになっている O
以上のような視点から、仏誕節における中国仏教民俗の連続性や断絶を論ずるのは、文化の
消滅や生成、または再創出の考究に繋がる問題であるだけに、アジアと中国との普遍性や地域
性をも視野にいれた問題意識がますます関われていると思われる O
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藤木庸介編
『生きている文化遺産と観光
一住民によるリビングヘリテージの継承-~
近年、世界遺産登録を利用した観光開発 と題して和歌山県の湯浅町.，とi御坊mr.塩
に代表されるような文化遺産を観光資源と 屋IUTと鹿児島県奄美大島の龍担1¥IJ、および
して活用する地域振興策が世界各地で進め 英忠コッツウォルズ地j或の事例を、第2部で
られているが、観光開発と文化遺産保護の は f伝統産業・文化を継承するためにj と
荷方が上手くいっている事例は多くない。 題して広島県の宮島と奈良県の天)1村、タ
これは文化遺産の保護よりも観光開発によ イ・クレット島のモン族およびフィリピ
る経済活動のほうが優先されてしまう状況 ン.)レソン鳥の槻田の事例を、第3部では
になりやすいことに問題があると考えられ 「生活文化保全と観光開発の間でjと題して
る。 ベトナムのホイアンとインドのヴァーラー
本書は、地域自らが自信と信念を以て保 ナシーおよび中国の麗江古城における!日市
護し自律的に観光開発に活用していけるた 街地のID-並み保全の事例を挙げて論じてい
めにはどうすればよいかという疑問につい る。
て、観光開発と文化遺産をめぐる各地の取 本書のような人々の生活を重視した文化
り組みを紹介してポジテイブとネガティブ 遺産保護や観光開発のあり方について論じ
双方の事象から地域の取り組みを分析して たものはまだ多くない。文化遺産を観光資
論じている。構成は浮章および大きく 1~3 源とする地域振興について考える際にはぜ
部 .11の章に分けられており、章ごとに各地 ひ読んでおきたい一部・である。(高倉健一)
域を担当する研究者が論じる形式となって
いる。第1部では「地域活動と住民の視点J A5判 230頁 2010年3月30日刊 学芸出版社
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